
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】
都道府県名 北 海 道

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）
学校名 江差町立水堀小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 １ １ １ １ １ １ ６
児童数 ８ ９ ５ １０ １１ １０ １ ５４ １０

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

子ども一人一人に確かな学力を身につけさせる指導法の工夫
～個に応じた指導の充実を目指して～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科
○ 個に応じた学習指導のための指導方法・体制の工夫改善

１～６学年・算数科
児童の実態調査から学校全体として落ち込んでいる領域の学力を向上させるため

○ 発展的・補充的な学習の個に応じた指導のための教材開発
３～６学年・算数科・国語科
児童の理解や習熟状況に差が出やすい教科であるため

(2) 年次計画
○ テーマ

算数科「数と計算」領域における個別指導の工夫
○ 研究の見通し（仮説）

学習の基礎・基本を明確にし、系統的・発展的な指導や個に応じたきめ細か
な指導を工夫することによって、子ども一人一人に確かな学力を身に付けさせ平
ることができる。成

14 ○ 研究の内容・方法
児童の実態把握（標準学力検査の実施とデータ把握、個人学習情報カード年 ・
の作成と活用）度
・学習プログラムの検討及び作成（ 数と計算」領域における学習単元の基「
礎・基本の明確化、小単元の基礎・基本を生かした指導計画の作成）
・個に応じた指導の工夫（コース別学習の設定 「数と計算」領域における、
小単元の授業研究、チャレンジタイムの実施）

○ テーマ
算数科における個の学習状況にあわせた指導体制及び評価の工夫改善
＜研究領域を広げ、個別指導の内容を明確にするため変更＞

○ 研究の見通し
平 算数科「量と測定 「数量関係」領域における個別の学力状況にあわせた指導」
成 方法や指導体制を工夫することで、きめ細かな指導を進めることができる。

＜前年度の研究仮説をより具体化するために変更＞15
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・仮説検証授業の実施（学習過程のなかにＴＴ指導を活用した２つの学習コ

ースを設定）
・個別の学力調査を生かした評価の工夫（評価規準の作成及び学習情報記録
カードの作成・活用）

・補充・発展的な学習指導の充実（チャレンジタイムの指導体制の改善）
（ ）・学習の自立を目指した学習の仕方の検討 算数科における学習の仕方の検討

＜より具体的な研究内容・方法にするために変更＞



○ テーマ
個の学力に応じた指導方法・体制及び評価の工夫改善

○ 研究の見通し
平 ２年間の研究の成果（学習意欲の向上・基礎基本の定着）をより確実なもの
成 とするために算数科の指導を継続して行うとともに、国語科でのコース別学
16 習を模索する。
年 ○ 研究の内容・方法
度 ・仮説検証授業の実施（算数科・国語科でのＴＴ指導を活用した２つの学習

コースを設定）
・個別の学力調査を生かした評価の工夫（評価規準の作成及び学習情報記録
カードの作成・活用）

・補充・発展的な学習指導の充実（チャレンジタイムのワークの補充）
・学習の自立を目指した学習の仕方の定着

(3) 研究推進体制

○ 昨年度は、研究部を中心として、算数・国語プロジェクトを立ち上げ、指導計画
及び補充・発展的学習の作成を実施した。
今年度は、全教員が研究部に所属し、学力向上フロンティアプロジェクトとふる

さと学習プロジェクトの２体制で実施した。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
○ コース別学習による学習の仕方が定着してきたことにより、理解の状況や程度に
よって問題を選択し理解を深めることができるようになった。

○ チャレンジタイムを工夫改善したことにより、個別に学習課題を選択し取り組め
ることで学習意欲が高められた。

○ ＴＴ指導を導入したことで、きめ細かな個に応じた指導ができるようになった。

２．今後の課題
○ 算数科における学力については、コース別学習やＴＴ指導、チャレンジタイムの
実施、朝の学習や家庭学習指導との連携等から、個の学力の向上が見えはじめてき
ていることから、更に継続して研究を行う。
また、国語科におけるコース別学習の方法についても検討し実践する。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
○ 標準学力検査の実施

児童の算数科における学力の実態を把握し過去の学力との比較検討をする。
平成１６年３月実施

○ 児童の学習に関するアンケートの実施
、 。指導体制や指導方法の工夫改善について 児童の意欲・関心・態度等を把握する

平成１５年１２月実施

平成１４年度
研究全体会

研 究 部
（４名）

授業研究ブロック チャレンジタイム
プロジェクト

低学年 中学年 高学年

２名 ２名 ２名 全教職員

平成１５年度
研究全体会

研 究 部
フロンティアＴを含
全教職員む

学力向上フロンティア ふるさと学習
プロジェクト プロジェクト

プロジェクトリーダー １名 プロジェクトリーダー １名
３ 名低学年 中学年 高学年

１名 １名 １名



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
○ 研究実践発表会の開催

時期～平成１６年１１月１９日 場所～自校 対象～管内各学校・フロンティア
校及び保護者 会の目的～学力向上の研究成果について発表

○ 研究成果普及のためのＨＰ作成
○ 研究成果リーフレット作成 平成１６年３月
○ フロンティアティーチャー研修会への参加

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ○１４年度からの継続校

【学校規模】 ○ ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 ○少人数指導 ○Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科） 国語 社会 ○算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ○有 無
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